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奄美大島から得られた鹿児島県初記録ならびに北限記録のマジリアイゴ

古𣘺龍星 1・前川隆則 2・本村浩之 3

A single specimen (274.1 mm standard length) of Siganus 
puellus (Schlegel, 1852) (Siganidae), distributed in the In-
do-West Pacific, was collected from Amami-oshima island, the 
Amami Islands (Kagoshima Prefecture), the Ryukyu Archipel-
ago, Japan. In Japanese waters, S. puellus has previously been 
recorded only from Okinawa Prefecture. Thus, this specimen, 
described herein in detail, represents the first record of S. puellus 
from Kagoshima Prefecture and also the northenmost record for 
the species.
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 Abstract

アイゴ科魚類（Siganidae）は単型科で，アイゴ属

Siganus Forsskål, 1775のみで構成され，インド・太平洋か

ら 32有効種が認められている（Woodland, 1990; Randall 

and Kulbicki, 2005; Woodland and Anderson, 2014; 栗岩，2018; 

Fricke et al., 2021）．本科魚類は体が側扁し，円鱗で覆われ

ること，背鰭が 13棘 10軟条，臀鰭が 7棘 9軟条，および

腹鰭が 1棘 3軟条 1棘であることによって特徴付けられる

（Woodland, 1990）．日本からは 12種が知られており（島田，

2013; 栗岩，2018），アイゴ S. fuscescens (Houttuyn, 1782)や

アミアイゴ S. spinus (Linnaeus, 1758)などの一部の種は食

用に利用される．特に沖縄県では春先に接岸するアイゴ属

の幼魚（スク）が大量に漁獲され，塩漬け（スクガラス）

にして食される（本村，2015; 小枝，2020）．

2021年 3月に奄美大島近海から 1個体のマジリアイゴ S. 

puellus (Schlegel, 1852)が漁獲された．本種は国内ではこれ

までに沖縄県沖縄島以南の琉球列島からの記録しか知られ

ておらず（島田，2013），奄美大島から得られた本種の標

本は鹿児島県からの初めての記録となると同時に本種の分

布の北限を更新する記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Randall and Kulbicki (2005)に

したがった．標準体長（standard length）は体長または SL

と表記した．体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mm単位

まで行い，計測値は体長に対する百分率で示した．生鮮時

の色彩の記載は，奄美大島産標本（KAUM–I. 156087）の

カラー写真（Fig. 1）に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用い

た標本は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管さ

れており，上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登

録されている．

Siganus puellus (Schlegel, 1852)

マジリアイゴ
（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 156087，体長 274.1 mm，鹿児島県大島

郡奄美市名瀬根瀬部沖のサンゴ礁（奄美大島），水深 6 m，

刺突漁，2020年 3月 25日，義山源司郎．

記載　背鰭鰭条数 XIII, 10；臀鰭鰭条数 VII, 9；尾鰭分

節軟条数 15；尾鰭分枝軟条数 13；胸鰭軟条数 16；腹鰭鰭

条数 I, 3, I；縦列鱗数 145；側線上方横列鱗数 20；鰓耙数

4 +15 = 19．体各部の体長に対する割合（%）：頭長 24.9；

背鰭前長 30.5；臀鰭前長 55.1；腹鰭前長 33.7；体高 43.8；

体幅 14.1；尾柄高 8.1；尾柄長 9.6；背鰭第 1棘長 6.1；背

鰭最長棘長 12.1；背鰭最長軟条長 15.4；臀鰭第 1棘長 7.9；

臀鰭最長棘長 11.8；臀鰭最長軟条長 13.7；尾鰭長 19.5；尾

鰭湾入部長 8.8；胸鰭長 18.8；腹鰭第 1棘長 12.8；腹鰭最
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長軟条長 14.1；吻長 12.3；上顎長 6.7；眼窩径 6.9；両眼間

隔 8.0；頬部高 9.6．

頭と体はよく側扁し，楕円形で，体長は体高の 2.3倍．

体高は臀鰭起部において最大．体は円鱗に被われ，頬部と

鰓蓋上端を除く頭部と狭部，および腋部は無鱗．吻は丸み

を帯び，あまり突出しない．口は小さく，両顎に細かい円

錐歯が整然と 1列に並ぶ．前鼻孔は円形で吻端と眼窩前縁

の中央に位置し，後鼻孔は楕円形で前鼻孔と眼窩前縁の中

央に位置する．前鼻孔と後鼻孔を結んだ直線は眼の前方を

通る．眼は円形で，側中線より上方に位置する．前鰓蓋骨

後縁と主鰓蓋骨後縁は円滑．鰓孔上端は眼中央の後方から

始まり，眼中央の直下で終わる．背鰭は 1基で基底が長く，

背鰭起部は主鰓蓋骨後縁直上の直後にある．背鰭棘部の鰭

膜は前方でよく切れ込み，後方ほど小さくなる．背鰭棘部

と軟条部の間に大きな欠刻はない．背鰭棘は第 8棘，背鰭

軟条は第 3軟条が最長．臀鰭起部は背鰭第 8棘直下とほぼ

同位で，臀鰭基底後端は背鰭基底後端直下とほぼ同位．臀

鰭棘は第 3棘，臀鰭軟条は第 3軟条が最長．尾鰭後縁は緩

やかな弧を描き湾入する．胸鰭基底上端は下端より前方に

位置し，主鰓蓋骨後端直下と同位．胸鰭後縁は丸い．腹鰭

起部は背鰭第 3棘直下とほぼ同位で，たたんだ腹鰭の後端

は肛門を越える．腹鰭は第 1軟条が最長．腹鰭第 2棘に腹

縁と繋がる鰭膜がある．肛門は円形で腹鰭起部と臀鰭起部

の中間に位置する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）—体は一様に黄色で，体

側上部は褐色みがかる．体側には破線または波状の青みが

かった暗色縦線が多数あり，体側前部ではやや斜めの横線

となる．体側下部には青みがかった淡色の網目模様が形成

される．頭部は暗い黄色で，下顎から眼を通り，後頭部ま

で続く幅広い暗色斜帯がある．斜帯の眼上後方部には薄く

不明瞭な黄色で縁取られた黒色斑が散在する．頬部には破

線または波状の青色斜線が複数入り，鰓蓋部と頭部腹面は

灰色を呈する．背鰭，臀鰭，尾鰭，および胸鰭は明るい黄

色を呈し，尾鰭以外の鰭膜はやや半透明．胸鰭の上部は黄

色みが強く，下部ほど白色に近い．腹鰭は白色半透明で，

薄く黄色みがかる．

分布　ココス諸島からキリバス共和国、南日本からオー
ストラリア北部にかけての東インド洋と太平洋に広く分布

する（Woodland, 1990）．国内では沖縄諸島（沖縄島），慶

良間諸島（渡嘉敷島），宮古諸島（宮古島），および八重

山諸島（石垣島・西表島）から記録されていたが（松原，

1955; 山下，1997; 島田，2013; 田中ほか，2020），本研究

により新たに奄美群島（奄美大島）からも本種が記録され

た．

備考　奄美大島産の標本は，体高が低く，体長が体高
の 2.3倍であること，吻が著しく突出しないこと，前鼻孔

と後鼻孔を結ぶ直線が眼の前方を通ること，腹鰭基底前方

から胸部が被鱗すること，背鰭棘条部と軟条部の間に欠刻

がないこと，下顎から眼を通る顕著な暗色斜帯があること，

体側に波状の縦線があることなどがWoodland (1990)や島

田（2013）が示したマジリアイゴ Siganus puellusの特徴に

一致したため本種に同定された．

本種の分布記録は「分布」の項目で述べた通りであり，

国内では沖縄県からの記録しか知られておらず，奄美大島

Fig. 1. Fresh specimen of Siganus puellus (KAUM–I. 156087, 274.1 mm SL) from Amami-oshima island, the Amami Islands, the 
Ryukyu Archipelago, Japan.



Ichthy 8 ǀ 2021 ǀ 10

Furuhashi et al. — Northernmost record of Siganus puellus

の魚類相を網羅的に調査した Nakae et al. (2018)や奄美群

島のアイゴ科魚類を報告した栗岩（2019）にも記録されて

いない．したがって，本研究は奄美大島における本種の初

めての記録となる．また，これまでの本種の分布の北限は

沖縄島であり，奄美大島産の標本は本種の分布の北限を約

140 km更新した記録となる．
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